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平成18年9月5日  

薬事・食品衛生審議会  

食品衛生分科会   

分科会長 吉倉 廣 殿  

薬事・食品衛生審議会  

食品衛生分科会表示部会  

部会長 丸井 英二  

「遺伝子組換えてん菜」及び「調理用の遺伝子組換えてん菜を主な  

原材料とする加工食品」に関する表示対象品目見直しについて   

「遺伝子組換えてん菜」及び「調理用の遺伝子組換えてん菜を主な原材料と  

する加工食品」に関する表示対象品目見直しについて、当部会において審議し  

た結果、別添改正案のとおり「遺伝子組換えてん菜」及び「調理用の遺伝子組  

換えてん菜を主な原材料とする加工食品」を表示対象品目とするよう進めるこ  

とについて議決したので報告する。  
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るてんさいDNAの残存性に関する調査報告書  てんさい加工品からのDNA抽出とPCRによ   

（平成18年3月16日（独）食品総合研究所（独）農林水産消費技術センター）より抜粋  

3．2．PCR増幅結果  

番号！‘   砂糖の種類   l商品の名称  プライマー対3  プライマー対4   

』  て  

ん  砂糖（てん菜含蜜糖）  

さ  オリゴ糖入液状甘味料  
しヽ  グラニュ糖  

加  上白糖  

工  砂糖（てんさい含蜜糖）  

砂糖  

【コ ロロ   グラニュ糖  
シンジュース   

十十   ＋－  

9 10 四  ー十  
造  

13   12   
14  精製糖（HBS－P）  

15  
16   てん莱糖  

対応する写真     3．3．1  3．3．2．   

DNA抽出及びPCRをi連として2回線り返した結果   

糖製造工程からサンプリングした試料については、8点中2点からてんさい内在性  

DNA配列が検知されたが、てんさい加工品については8点全てから検知されなかった。   

ほとんどの試料において増幅DNAが確認できなかったこと、また、抽出DNAの品質  

が通常の植物体試料から得られる場合よりも劣っていたことから、抽出m溶液中に  

PCRを阻害する物質が含まれている可能性が示唆された。そのため、今回抽出したDNA  

溶液がPCRを阻害する可能性を調査した。その結果、今回の調査で使用したプライマー  

対3によるPCRでは抽出試料16点のうち7点、プライマー対4では8点でPCRの阻害  

が確認された（詳細は別添4参照）。このように、一部のサンプル抽出mA溶液につい  

てPCRへの阻害の影響が確認された。  

以上のことから、今回の調査で市場から買い上げたてんさい加工品の全ての試料から  

PC見で検知可能な内在性DNA配列の増幅は確認できなかった。  
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遺伝子組換え表示対象品目見直しに対して寄せられたコメントについて  

（り食品衛生法施行規則（昭和23年厚生省令第23号）及び遺伝子組換えに関   

する表示に係る加工食品品質表示基準第7条第1項及び生鮮食品品質表示   

基準第7条第1項の規定に基づく農林水産大臣の定める基準（平成12年農   

林水産省告示第517号）の一部改正案に対する意見の募集に対して寄せら   

れたコメント  

1 募集期間  

平成18年3月28日から平成18年4月27日まで  

2 寄せられた意見数  

0件  

（2）WTO通報（衛生埴物検疫措置の適用に関する協定（SPS協定）に基づく   

通報 G／SPS／N／JPN／162）に対して寄せられたコメント  

1 募集期間  

平成18年5月30日から平成18年8月9日まで  

2 寄せられた意見数  

0件  

∈）   




